
◆実施体制
地元の学校運営協議会や農業委員会と連携し、
地域住民による体験農場の運営や、担い手と農地
のマッチングを実施する。

◆取組内容・効果
・地元の教育機関・地域団体と連携し、学生・保
護者を対象とした農業体験会や農産物の加工体験
（給食メニュー考案）を開催し、地域の多世代に
わたって都市農業への理解が向上した。

・小中学生を対象とした農体験教室（畑de学校）
を開校し、農に触れる機会を提供することで都市
農地の持つ機能について周知を図った。また、耕
作放棄地に対策作物（ローゼル）を試験栽培し、
その加工品の活用方法を地元の高校と検討するな
ど、都市農業の継続モデルの実証実験を行ってい
る。

＜現状＞
・知立市の作付面積は田が８割、畑が２割と
水稲が主体となっている。

・小規模・不整形な農地が点在しており、機
械化による農作業の導入が難しい地域と
なっている。

＜課題＞

・住宅が密集する都市において、農作業に対
する苦情が多く、周辺住民からの理解が得
にくいという現状がある。

・農業者の高齢化や担い手不足による都市で
の耕作放棄地発生の恐れがある。

ジャムづくり講習会の様子
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地元学校に配布した取組みリーフレット

農業体験会の様子（左から田植え体験・稲刈り体験・しめ縄づくり体験）

かきつ畑プロジェクト推進協議会
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都市農業地域共生推進等支援事業

農業体験会の開催

地元学校と連携し都市農業の魅力を発信！




